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Ⅰ．ＱＣの紹介

Ⅰ-１．ＱＣとは
QC（Quality　Control）とは、品質管理のことであり、日本工業規格（JIS）では、「買い手
の要求に合った品質の製品・サービスを作り出すための手段」と定義されている。

Ⅰ-２．品質（クオリティ）とは

　　製品／サービスの品質（クオリティ）の捉え方は時代と共に変化している

●　伝統的な意味　：　「優秀さの程度」

　　　　　　　↓

●　「利用者にやさしい」とう意味　： 「目的に合致した」、「顧客の満足を達成する」

国際規格（ISO9000）での定義　：　本来備わっている特性の集まりが、顧客及びその　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の利害関係者の要求事項を満たす程度

良い品質とは、その商品が最高級、最上級のものという意味ではなく、「顧客の利用目
的や条件に合った最適なもの」をいう。

製品の質

顧客サービスの質

業務運営の質

経営（マネジメント）の質

ＱＣ活動など

方針管理

ＢＳＣ　など

ＴＱＭ
(Total Quality 
Management)

品質（クオリティ）の階層
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Ⅰ-３．ＱＣによる問題解決の基本的な考え方

　（１）事実に基づく科学的アプローチ

これまで、業務を行うにあたり多くの職場では、ＫＫＤ（経験、感、度胸）に基づいて判断を行ってきた。し
かしながら、全てKKDに頼って行動すると危険や無駄が伴う場合があるため、データや理論に基づいた
「事実」による判断・決断が必要である。

状況に応じてKKDと科学的アプローチをうまく使い分けて管理することが大切である。

プロセス　　　　　　　　習慣的アプローチ　　　　　　　　　　　科学的アプローチ

データ　　　理論Ｋ：経験　Ｋ：感　　Ｄ：度胸

顧客の表情、直接クレーム

検査結果（血液、尿、X線）　問診、聴診器の診察、処方箋

アンケート調査結果

電流値、時間、破壊検査結果見た目、熟練の技

診察

飲食店

溶接作業

　（２）特性（結果、問題）と要因（原因、問題点）を区別

QCでは、特性（結果、問題）と、要因（原因、問題点）をはっきり区別する。良い結果を得ようとすれば、
要因を管理しなければならない。また、問題の原因をしっかり管理することで、結果を良くしていく。

　（３）真の原因の追求

問題解決で最も大切なのは、問題の真の原因を追及することである。真の原因を追及するまで、「なぜ？
なぜ？なぜ？なぜ？なぜ？…」を繰り返していく。

　（４）PDCAサイクル　

管理を行うに当たっては、Plan：（計画）→Do（実施）→Check（確認）→Action（処置）の４ステップを踏む
ことが大切である。このPDCAサイクルを回し続けながら、継続的に改善を行いながら、スパイラルアッ
プしていくことが重要である。

Plan
（計画）

Do
（実行）

Check
（確認）

Action
（処置）

目標の設定
手順の作成

業 務 活動
の実施

結果を評価して計
画との差を分析

問題の予防や再発防止
手順の変更

より高い目標へ

PDCAは絶え間
なく改善・向上
する仕組み

PDCAサイクルによる継続的改善
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Ⅱ．ＱＣ的問題解決法（ＱＣストーリー）

ＱＣ的問題解決法（ＱＣストーリー）とは！

　職場の問題点を見つけだし、解決に導く方法

　問題から原因へと遡り、事実に基づいて、問題の原因を突き詰めていく方法

つまり、「QC手法を活用して、問題を合理的、科学的、効率的、効果的に
解決するための方法」

テーマ選定

現状把握と
目標設定

活動計画の
作成

要因の解析

対策の立案
と実施

効果の確認

標準化と
管理の定着

付属テキストで詳しく説明しています
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ＱＣ的問題解決法（ＱＣストーリー）のステップ

活動で良かった面と悪かった面を反省し、
さらに残った問題を明らかにする。

反省を今後の活動にどう活かすかを検
討する。

問題を発生させている原因を究明する。

問題を発生させている原因を取り除く方
法を検討し実施する。

効果を把握して目標と比較する。

効果のあった対策を標準化し、効果の
定着を図る。

職場・業務の問題点をつかみテーマを
決める。

問題の現状の姿を事実・データで分析し
て悪さ加減を明らかにし、目標を決める。

活動ステップのスケジュールと役割分担
を決める。

発表の場所によって組織や職場の説明
を行い、発表を理解しやすくする。はじめに

テーマ選定

現状把握と目標設定

活動計画の作成

要因の解析

対策の立案と実施

効果の確認

標準化と管理の定着

反省・残った問題点

今後の計画

Step 0

Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

Step 5

Step 6

Step 7

Step 8

Step 9

（注） Step 0, 8, 9 は発表会と報告書作成の際に加える。
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Ⅲ．ＱＣ七つ道具

QC的問題解決法を論理的に実施するために役立つ道具がある。

QC七つ道具
・パレート図

・特性要因図

・グラフ

・チェックシート

・ヒストグラム

・散布図

・管理図

新QC七つ道具
・連関図法

・系統図法

・マトリックス図法

・親和図法

・アローダイアグラム図法

・ＰＤＰＣ法

・マトリックス・データ解析法

統計手法

・検定、推定

・実験計画法

・相関分析

・回帰分析

・直交多項式　・二項確率式

・簡易分析法　・多変量解析

・最適化手法　

付属テキストで詳しく紹介しています

パレート図

寄与度や影響度合いが
表現でき、原因や問題
点の絞込み、効果の確
認など重点志向をした
いときに使う。

特性要因図

特性に影響している要因
を洗い出し系統的に整理
する。多くの要因を一覧
でき、初心者から熟達者
まで幅広く活用できる。

// /// // /

/// //// //

/// //// /

//// /// /// //

チェックシート

データを採取し
たり装置や行動
を点検するとき
に使う手法。

ヒストグラム

データのばらつきや分散
の状態を見るときに使い、
規格値との関係を見る。
工程能力指数や標準偏
差などもここから導ける。

散布図

対になったデータの関係
を検討し、関係の有無の
解析に使う。図形から回
帰直線を求めたりできる。

管理図

寸法、重さなどの計量値
や、不良率、欠点数など
のデータのばらつきの経
過を見る。


